
感染症情報 ７月３１日～８月６日 

①手足口病 

④ヘルパンギーナ 

②感染性胃腸炎 

③RSウイルス感染症 

⑤溶連菌感染症 

１３６６例（堺市  １１３例） 

７４７例（堺市   ２３例） 

４００例（堺市    １３例） 

３８６例（堺市    ４２例） 

２７５例（堺市     ８例） 

が報告された。 
 

 感染症報告数は前週から１５．６％減の３，５９７件であった。 
 

報告の第１位は手足口病で以下、感染性胃腸炎、RSウイルス感染 
 

症、ヘルパンギーナ、溶連菌感染症の順であった。 
 

 １位の手足口病は府下で前週比２６％減、堺市で前週比５％減 
 

であった。定点当たりの報告数は前週９．３→今回６．８に減ってい 
 

るが、当科周囲では依然多い。2位の感染性胃腸炎は府下で前週 
 

比１５％減、堺市で５２％減であった。RSウイルス感染症が３位に上 
 

がっており、府下で前週比４２％増、堺市で１８％増であった。定点 
 

当たり前週１．４→今回２．０となっている。ヘルパンギーナは府下 
 

では前週から８％減であったが、堺市では前週１９例→今回４２例 
 

で大幅増であった。溶連菌感染症は府下で前週比２０％減、堺市 
 

では前週１５例→今回８例であった。 
 

 インフルエンザは府下では前週２２例→今回１４例に減り、堺市で 
 

は前週１例あったが、今回０になった。 
 

 麻疹の報告はなかったが、風疹が１例あった。 
 

 次回の集計は8月24日（木）予定。 

インフルエンザ  １４例（堺市      ０例） 

府下小児科２００療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０７医療機関（堺市２９）から 


